第１章　原始・古代
第１節　東郷池周辺の遺跡と古墳


　長瀬高浜遺跡は東西に長く延びる北条砂丘の中にあり、天神川河口近くの右岸に位置する。天神川は江戸時代に現在の流路に改修されたが、それ以前は当遺跡の南東に位置する長瀬付近から馬ノ山のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふもと),麓)にある橋津川と合流していた。

　周辺の遺跡としては、弥生時代において祭祀関係の土器と思われる注口土器が出土しているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わすけ),和助)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きた),北)遺跡、丘陵上の遺跡として竪穴住居が調査された南谷ヒジリ遺跡、南谷EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(めおと),夫婦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(づか),塚)遺跡、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うば),乳母)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(が),ケ)谷遺跡、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おおやま),大山)遺跡などがある。

　古墳時代の遺跡としては、現在８８メートルの前方後円墳で、復原全長１１０メートルと推測される橋津（馬ノ山）４号墳のある橋津古墳群、東郷池の東岸には全長約９０メートルの前方後円墳のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みやうち),宮内)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きつねづか),狐塚)古墳、南岸のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(の),野)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きよう),花)には山陰最大級の規模を誇る全長約１１０メートルの北山１号墳があり、なお長瀬高浜遺跡の南には大平山古墳群がある。

　これらの古墳群は、東郷池を取り囲んでおり、古墳時代の隆盛がうかがわれる。


　古墳時代後期に入ると、中規模の古墳、古墳群が現れ、以前のような大規模古墳は姿を消してゆく。


　白鳳期の古代寺院跡には、倉吉市大御堂廃寺、東郷町野方EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みだ),弥陀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(が),ケ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なる),平)廃寺、倉吉市大原廃寺などがある。

　奈良時代には現在の倉吉市国府に伯耆国府、伯耆国分寺などに見られるように政治経済の中心は、東郷池周辺から倉吉周辺へと移行していったと思われる。


　日本海沿岸は、ラグーン（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せき),潟)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),湖)）が散在しているが、それらが古代の良港をなしていたとも考えられる。また、ラグーンを中心として古代文化の遺跡の存在が認められるが、東郷池周辺は好例である。


　東郷池は、今なお潟湖を残しており、西北の南谷地域から橋津川を経て、日本海へ注いでいる。橋津は日本海と背後の海食崖との間に形成されたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょうあい),狭隘)の町で、江戸時代には港の果たした役割は大きかった。橋津集落の背後一帯は緩やかな丘陵であり、ここに橋津（馬ノ山）古墳群がある。頂上に登ると、西は天神川を隔てて北条平野、南は東郷池と大平山丘陵までが一望できる。東はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みかんむりやま),御冠山)にさえぎられるものの北は日本海を望むことができる。眺望がよいため水路、海上を見守る最適の立地条件で、古代文化の栄えた必然性がうかがわEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),れる)。

　いっぽう、既にラグーンがなくなってしまっている淀江の場合を考えてみたい。ＪＲの山陰線が北東から南西の方向に走っているが、その線の海寄りの西原というところから淀江町の市街地のほうまでずっと、砂帯が出来ている。１つの砂帯の背後にラグーンが発達していた。最近における考古学の発掘調査によって見いだされた、遺跡や遺物によって、アジア大陸、および朝鮮半島における古代文化との関連で考えられるべきものが少なくない。

　　　参考文献


　（１）　中村佐太郎・「馬ノ山」（『鳥取県大百科事典』１９８４）
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